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２
０
１
０
年
10
月
27
日
、
理
事
会
を

開
催
し
た
。

委
員
会
報
告

◇
選
奨
事
業
委
員
会
　
小
田
桐
委
員
長

・
総
会
で
も
発
表
し
、
前
回
理
事
会
で

議
論
が
出
て
い
た
が
、
選
奨
活
動
の
い

く
つ
か
の
懸
案
に
関
し
て
、
以
下
の
３

点
で
、
議
論
を
深
め
、
案
を
作
り
、
正

式
に
理
事
会
に
提
案
し
た
い
。

①
選
奨
作
品
の
呼
称
の
再
検
討

②
部
門
の
分
け
方
、
及
び
、
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ

Ｓ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ラ
ジ
オ
等
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関

す
る
部
門
の
新
設
の
是
非

③
選
奨
評
価
基
準
の
明
確
化
（
明
文
化
）

と
そ
の
公
開
方
法
。

選
奨
委
員
会
４
部
門
の
各
委
員
長
を

中
心
に
議
論
し
調
整
を
し
て
案
を
ま
と

め
る
つ
も
り
で
あ
る
。
日
程
調
整
を
し

て
、
11
月
初
旬
に
は
第
１
回
の
会
合
を

持
ち
た
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

→

了
承

・
第
48
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
の
応

募
が
締
め
切
ら
れ
、
選
考
委
員
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

応
募
作
品
数
は
各
部
門
と
も
昨
年
同

期
を
超
え
て
い
る
。
テ
レ
ビ
部
門
１
２

０
本
（
18
本
増
）
過
去
最
高
、
ラ
ジ
オ

部
門
31
本
（
４
本
増
）、
Ｃ
Ｍ
部
門
１

２
２
本
（
20
本
増
）、
報
道
活
動
部
門

９
本
（
増
減
な
し
）。

・
「
聴
く
会
・
見
る
会
」
に
つ
い
て
。

ラ
ジ
オ
は
先
日
行
わ
れ
、
報
道
活
動
も

日
程
会
場
が
決
定
し
、
準
備
中
と
の
こ

と
で
、
そ
う
い
っ
た
活
動
も
積
極
的
に

展
開
し
て
い
き
た
い
。

〈
テ
レ
ビ
部
門

〉川
喜
田
副
委
員
長

・
テ
レ
ビ
部
門
の
選
考
会
は
、
10
月
30

日
の
予
定
。
応
募
本
数
は
１
２
０
本
で
、

Ｂ
Ｓ
、
Ｃ
Ｓ
の
参
加
が
増
え
て
い
る
。

・
テ
レ
ビ
部
門
の
「
受
賞
作
品
を
見
て

語
り
合
う
会
」
は
、
１
月
下
旬
開
催
を

目
途
に
、
作
品
・
会
場
選
び
等
の
準
備

を
進
め
た
い
。
前
回
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
ド
ラ
マ
・
バ

ラ
エ
テ
ィ
で
や
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門

〉
桜
井
委
員
長

・
10
月
14
日
に
、
合
評
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
超
ワ
イ
ド
番
組
を

取
り
上
げ
た
。
４
時
間
半
は
聞
き
応
え

が
あ
っ
た
。

・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
選
考
に
関
し
て
は
、

今
期
は
新
委
員
が
７
名
い
る
の
で
、
選

考
に
入
る
前
に
、
選
考
基
準
の
話
し
合

い
を
し
た
。

・
選
考
会
は
、
20
日
、
25
日
の
２
回
に

分
け
て
行
っ
た
。
ド
ラ
マ
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
イ
ー
部
門
に
力
作
が
多
か
っ
た
と

の
印
象
を
も
っ
て
い
る
。

・
前
理
事
会
で
も
報
告
し
た
が
、
第
47

回
の
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
入
賞
作
品
を

聴
い
て
、
語
り
合
う
会
」
を
２
回
開
催

し
て
、
そ
の
収
支
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、

赤
字
と
な
っ
た
。

特
に
、
大
賞
受
賞
作
品
が
Ｊ
―
Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
で
あ
っ
た
こ
と
、
も
う
１
作
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
シ
リ
ア
ス
な
ド
ラ
マ
と
い
う
特

異
性
を
重
視
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
過

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
応
募
作
品

昨
年
同
期
を
上
回
る―

10
月
理
事
会
報
告
―
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５
０
０
万
人
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

午
後
は
、
バ
ス
で
30
分
ほ
ど
走
り
、
郊

外
の
同
里
に
向
か
っ
た
。
同
里
は
素
朴
な

味
わ
い
を
残
す
町
。
訪
れ
た
「
退
思
園
」

で
は
上
品
な
庭
を
楽
し
め
た
。
小
舟
を
オ

ー
ダ
ー
し
て
運
河
沿
い
に
町
を
一
回
り
す

る
と
、
気
分
は
ま
さ
に
東
洋
の
ベ
ニ
ス
だ
。

同
里
土
産
は
紹
興
酒
。
夕
食
で
ふ
る
ま
わ

れ
た
絶
品
の
紹
興
酒
が
こ
の
地
の
産
と
聞

い
て
、
日
本
の
一
団
で
、
小
さ
な
店
先
を

品
切
れ
に
し
て
し
ま
っ
た
！

最
終
日
の
19
日
は
、
上
海
万
博
が
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
見
送
り
に
。
時
間
潰
し

に
蘇
州
東
の
工
業
団
地
の
見
学
が
組
ま
れ
、

古
い
蘇
州
と
は
一
転
し
た
躍
進
の
姿
を
案

内
さ
れ
た
。
蘇
州
を
後
に
し
て
、
上
海
浦

東
空
港
に
向
か
う
車
窓
に
は
、
高
層
団
地

の
森
が
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
続
い
て

い
る
。
中
国
14
億
人
。
そ
の
巨
大
さ
を
脳

裏
に
刻
み
こ
ん
で
、
帰
路
に
就
い
た
。

蘇
州
滞
在
中
は
、
尖
閣
問
題
で
日
中
間

5

朝
昼
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
は
行
列
が
絶
え
な

か
っ
た
。
名
物
は
「
あ
ひ
る
の
舌
」。
珍

し
い
食
感
ら
し
い
が
、
私
は
意
気
地
な
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
見
送
っ
た
。

年
間
観
光
人
口
２
５
０
０
万
人
！

18
日
は
蘇
州
観
光
。
蘇
州
は
水
の
都
。

上
海
か
ら
続
く
大
デ
ル
タ
地
帯
に
あ
り
、

風
光
明
媚
で
温
暖
。
農
作
物
に
恵
ま
れ
、

上
海
ガ
ニ
を
代
表
と
す
る
川
と
湖
の
幸
に

も
恵
ま
れ
た
豊
か
な
地
だ
。
上
海
か
ら
高

速
道
路
で
約
２
時
間
。
高
速
と
並
行
し
て

走
る

新
幹
線
　
な
ら
１
時
間
と
い
う
立

地
の
良
さ
。
驚
い
た
の
は
、
そ
の
人
口
で
、

蘇
州
一
帯
で
１
１
０
０
万
人
と
い
う
か
ら
、

東
京
に
匹
敵
す
る
大
都
市
で
あ
る
。

蘇
州
は
「
呉
」
の
国
。
シ
ル
ク
が
有
名

で
、
呉
服
の
呉
は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。

春
秋
時
代
（
紀
元
前
５
０
０
年
ご
ろ
）
の

「
呉
」
の
都
で
、
呉
越
同
舟
、
臥
薪
嘗
胆

の
言
葉
で
も
知
ら
れ
る
。

旧
市
街
は
お
お
よ
そ
縦
５
キ
ロ
、
左
右

３
キ
ロ
の
広
さ
を
堀
で
囲
ま
れ
、
白
壁
に

黒
い
瓦
屋
根
の
家
並
み
に
、
細
い
水
路
が

行
き
か
う
。
高
い
建
物
の
規
制
が
あ
り
、

古
い
町
並
み
は
昔
の
ま
ま
だ
。
ま
た
、
庭

園
が
点
在
し
、
世
界
遺
産
登
録
を
受
け
た

名
園
が
９
つ
を
数
え
る
と
い
う
。
そ
の
観

光
人
口
は
、
１
年
間
で
２
５
０
０
万
人
と

い
う
か
ら
、
こ
れ
も
驚
異
的
な
数
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
と
な
っ
た
蘇
州
会

議
セ
ン
タ
ー
は
旧
市
街
。
ホ
テ
ル
周
辺
を

探
索
し
た
が
、
生
活
臭
の
立
ち
込
め
た
裏

路
地
に
至
る
ま
で
、
ご
み
一
つ
落
ち
て
い

な
か
っ
た
。
公
衆
ト
イ
レ
も
そ
こ
か
し
こ

に
整
備
さ
れ
、
箒
を
担
い
だ
女
性
た
ち
を

あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
た
。
な
る
ほ
ど
、
蘇

州
は
観
光
の
都
だ
っ
た
の
だ
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
一
行
は
、
空
海
も
訪
れ
た

と
い
う
「
寒
山
寺
」、
世
界
遺
産
庭
園
の

一
つ
「
拙
政
園
」
を
訪
ね
た
。
い
ず
れ
も

蘇
州
自
慢
の
地
。
し
か
し
、
人
人
人
で
お

寺
も
庭
も
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
。
年
間
２

が
微
妙
な
時
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
伝
え
る
シ
ー
ン
が

ぷ
っ
つ
り
切
ら
れ
る
場
面
に
遭
遇
し
た
り
、

西
安
な
ど
の
反
日
デ
モ
が
伝
わ
っ
た
り
と
、

緊
張
が
漂
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
蘇
州
は

親
日
の
地
と
い
う
。
街
で
も
観
光
先
で
も
、

地
元
の
人
た
ち
の
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
、
不

快
な
思
い
を
す
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。

感
謝
し
た
い
。

さ
て
、
３
国
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

る
日
韓
中
、
来
年
は
日
本
の
番
だ
。
場
所

は
札
幌
。
中
国
大
会
は
課
題
も
残
し
た
が
、

あ
ら
た
め
て
知
る
文
化
差
に
驚
き
や
発
見

の
あ
る
時
間
を
過
ご
せ
た
。
何
よ
り
も
、

３
国
が
現
在
の
テ
レ
ビ
番
組
を
互
い
に
堪

能
し
、
制
作
者
が
交
流
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
番

組
視
聴
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
主
観
と
客
観
が
論
議
さ
れ

た
。
ド
ラ
マ
で
は
、
日
本
出
品
作
の
社
会

派
の
視
点
が
際
立
っ
た
。
札
幌
も
ま
た
有

益
な
大
会
に
な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

上海ガニあらため蘇州ガニ？

同里の家並み。白壁と瓦屋根が美しい

退思園

小舟で同里の町を一周（左著者）

お目当ての紹興酒

旧市街の裏路地

〃

〃
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去
の
開
催
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
情
報
か
ら
、
多
少
費
用
が
か
か
っ
て

も
、
音
響
設
備
が
良
い
所
を
参
加
者
が
望

ん
で
い
る
と
の
こ
と
な
ど
か
ら
決
定
し
た

会
場
の
費
用
が
そ
の
一
因
。

委
員
も
反
省
す
る
部
分
は
反
省
し
な
が

ら
、
一
部
カ
ン
パ
等
も
し
た
結
果
の
赤
字

で
あ
っ
た
。
そ
の
費
用
を
会
か
ら
支
出
す

る
よ
う
お
願
い
す
る
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門

〉
五
井
委
員
長

・
19
日
、
上
期
の
選
考
会
を
開
催
し
た
。

作
業
を
能
率
化
し
、
議
論
の
時
間
に
例
年

以
上
の
時
間
を
か
け
た
。
結
果
、
13
本
の

候
補
作
を
決
め
た
。
個
人
的
感
想
と
し
て

は
、
自
身
が
委
員
を
務
め
た
４
年
前
に
比

べ
て
粒
選
り
な
作
品
が
多
い
と
感
じ
た
。

こ
れ
か
ら
も
議
論
重
視
の
選
考
会
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
報
道
活
動
部
門

〉
碓
井
委
員
長

・
選
考
会
は
、
23
日
に
開
催
し
た
。
新
委

員
が
７
割
、
か
つ
大
阪
在
住
委
員
が
２
名

と
い
う
状
況
だ
っ
た
が
、
全
員
参
加
で
あ

っ
た
。
応
募
本
数
が
９
本
で
、
昨
年
と
変

わ
ら
な
か
っ
た
点
に
関
し
、
ま
だ
ま
だ
報

道
活
動
部
門
と
い
う
部
門
が
あ
る
こ
と
が

周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
る
。

今
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
応
募
の
中
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
地
方
局
が
軸
と
な
っ
て
行
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
応
募

対
象
は
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に

応
募
を
促
す
た
め
に
も
、
周
知
徹
底
に
努

め
て
い
き
た
い
。

・
選
考
基
準
の
検
討
の
件
も
、
他
の
委
員

会
の
案
も
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

委
員
間
で
議
論
を
進
め
て
い
く
。

・
報
道
活
動
部
門
の
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

受
賞
　
報
道
活
動
　
を
見
て
、
制
作
者
と

語
る
会
」
は
、
11
月
13
日
、
日
大
江
古
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
を
借
り
て
行
う
（
６

ペ
ー
ジ
参
照
）。
入
賞
作
品
６
作
品
全
て

の
作
品
の
担
当
者
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
か
つ
、
会
場
費
そ
の
他

を
工
夫
し
、
委
員
の
カ
ン
パ
を
受
け
て
も
、

若
干
費
用
が
足
ら
な
い
こ
と
が
確
実
な
の

で
、
ラ
ジ
オ
部
門
と
同
じ
よ
う
に
費
用
の

援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

◇
前
記
報
告
に
関
し
て
―
―
橋
本
専
務
理

事「
聴
く
会
・
見
る
会
」
の
事
業
実
施
の
際

の
費
用
負
担
の
件
で
、
委
員
に
意
見
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
滝
野
理
事
よ
り
、「『
聴
く

会
・
見
る
会
』
と
も
に
、
当
会
の
活
動
と

し
て
、
重
要
な
意
義
あ
る
活
動
だ
と
思
う
。

正
式
な
会
の
事
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
万
が

一
、
赤
字
が
出
た
場
合
は
、
委
員
の
負
担

と
す
る
の
は
筋
が
違
う
。
本
来
は
き
ち
ん

と
予
算
化
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見

が
出
、
今
年
度
は
予
算
化
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
次
年
度
は
そ
う
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
今
年
度
は
そ
れ
に
準
じ
て
処
理
す
る

と
い
う
こ
と
で
了
承
を
求
め
る
。→

了
承
。

そ
の
際
、
事
業
展
開
に
関
し
て
、
専
務

理
事
は
当
該
委
員
会
と
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
運
営
に
関
し
て
適

切
な
処
理
を
す
る
よ
う
に
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。

◇
出
版
編
集
委
員
会
　
丹
羽
委
員
長

・
12
月
号
編
集
作
業
は
終
了
。
特
集
「
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
届
い
て
い
る
か
？
」。
１
月

号
は
「
第
48
回
上
期
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
発

表
」
と
「
ヒ
ミ
ツ
の
愛
好
番
組
」。
各
界
著

名
人
の
愛
好
番
組
を
特
集
。
表
紙
は
、
役

所
広
司
さ
ん
。
パ
ー
ソ
ン
は
、
ポ
ー
ル
・

ガ
セ
ク
さ
ん
。
２
月
号
は
、『
放
送
批
評
』

か
ら
数
え
て
５
０
０
号
に
な
る
の
で
、
５

０
０
号
記
念
号
と
し
て
、
様
々
な
形
で
、

放
送
批
評
を
振
り
返
る
特
集
を
企
画
検
討

中
。
さ
ら
に
、『
放
送
批
評
』
時
代
の
表

紙
・
目
次
を
ｗ
ｅ
ｂ
上
に
ア
ッ
プ
し
て
公

開
す
る
こ
と
を
５
０
０
号
記
念
事
業
と
し

て
発
表
し
、
作
業
に
か
か
る
。
表
紙
は
、

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
稲
垣
吾
郎
さ
ん
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
は

初
登
場
。

〃

〃



4

各
国
の
個
性
が
出
た
参
加
作
品

第
10
回
日
韓
中
Ｔ
Ｖ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
、
10
月
15
日
か
ら
中
国
・
蘇
州
で
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
日
本
33
名
、
韓

国
33
名
、
主
催
の
中
国
が
50
名
。
日
本
団

は
、
放
送
人
の
会
16
名
、
参
加
作
品
の
制

作
者
７
名
、
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
、
放
送

批
評
懇
談
会
、
放
送
文
化
基
金
、
北
海
道

大
学
の
面
々
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
。

今
回
の
参
加
作
品
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ

４
作
品
の
計
12
本
。
日
本
か
ら
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
無
縁
社
会
」、
読
売
テ
レ
ビ
「
秘
密
の

ケ
ン
ミ
ン
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
「
空

飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」、
テ
レ
ビ
金
沢
「
田
舎
の
コ

ン
ビ
ニ
」、
中
国
か
ら
は
「
嫁
の
素
晴
ら

し
い
時
代
」「
春
草
」（
ド
ラ
マ
）、「
赤
い

レ
ー
ス
」「
小
人
国
」（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
）、
韓
国
か
ら
は
「
奴
隷
追
跡
」（
ド
ラ

マ
）、「
ゴ
キ
ブ
リ
ソ
ナ
タ
」「
お
ば
さ
ん
た

ち
、
彼
に
惚
れ
た
」「
家
族
の
ペ
ル
ソ
ナ
」

（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
が
参
加
し
た
。

作
品
鑑
賞
は
、
会
場
に
３
つ
の
ス
ク
リ

ー
ン
を
し
つ
ら
え
、
日
本
語
、
韓
国
語
、

中
国
語
そ
れ
ぞ
れ
の
字
幕
ス
ー
パ
ー
が
入

っ
た
も
の
が
同
時
に
上
映
さ
れ
る
形
で
行

わ
れ
た
。

中
国
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
２
本

と
も
子
ど
も
が
主
役
。「
赤
い
レ
ー
ス
」
は
、

体
操
選
手
を
目
指
し
猛
特
訓
を
受
け
る
幼

い
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
追
う
。「
小
人
国
」

は
、
自
由
な
教
育
方
針
を
と
る
幼
稚
園
を

１
年
間
に
わ
た
り
記
録
し
た
作
品
で
、
映

画
館
で
６
０
０
回
以
上
の
上
映
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
子
ど
も
を
被
写

体
と
し
て
、
大
人
の
世
界
で
は
ス
ト
レ
ー

ト
に
描
け
な
い
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
て

い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
た
。
前
者
は
競

争
と
い
う
社
会
問
題
、
後
者
は
、
自
由
だ
。

ド
ラ
マ
は
２
本
と
も
、
娯
楽
に
徹
し
た
内

容
だ
っ
た
。「
嫁
〜
」
は
、
婚
期
を
逸
し

か
け
た
男
女
が
出
会
い
、
ぶ
つ
か
り
、
や

が
て
結
ば
れ
て
い
く
姿
を
コ
ミ
カ
ル
に
描

く
36
話
の
連
続
も
の
。「
春
草
」
は
、
日

本
の
「
お
し
ん
」
に
着
想
を
得
た
と
い
う

波
乱
万
丈
の
物
語
だ
っ
た
。

韓
国
の
「
奴
隷
追
跡
」
は
時
代
劇
。
イ

ケ
メ
ン
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
登
場
す
る
活
劇
で
、

国
内
で
は
視
聴
率
30
％
の
人
気
ド
ラ
マ
だ

そ
う
だ
。「
家
族
の
ペ
ル
ソ
ナ
」
は
、
古
い

価
値
観
に
よ
る
家
族
の
あ
り
方
に
問
題
提

起
し
た
意
欲
作
。「
お
ば
さ
ん
た
ち
、
彼

に
惚
れ
た
」
で
は
、
韓
国
で
日
本
と
同
じ

よ
う
な
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
驚
い
た
。
日
本
の
中
高
年
女
性
が

ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
に
夢
中
に
な
っ
た
よ
う
に
、

韓
国
の

オ
バ
サ
ン

た
ち
が
若
い
俳
優

に
心
酔
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
中
国
の
出
席
者
に
よ
れ
ば
、
中

国
に
こ
う
し
た
現
象
は
な
い
そ
う
で
、
中

国
に
は
男
女
差
別
が
な
い
か
ら
だ
ろ
う
と

分
析
し
て
い
た
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
東

ア
ジ
ア
の
３
国
間
で
、
同
じ
現
象
の
起
こ

る
国
と
起
こ
ら
な
い
国
が
あ
る
な
ど
、
違

い
を
感
じ
る
一
幕
だ
っ
た
。

残
念
な
事
件
は
、
韓
国
最
後
の
作
品
上

映
で
起
こ
っ
た
。「
ゴ
キ
ブ
リ
ソ
ナ
タ
」
が
、

中
韓
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
（
中

国
側
説
明
）
か
ら
、
作
品
の
一
部
し
か
上

映
さ
れ
ず
、
終
了
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

怒
っ
た
韓
国
側
は
、
そ
の
後
の
番
組
視
聴

を
ボ
イ
コ
ッ
ト
。
最
優
秀
作
品
選
抜
の
投

票
も
棄
権
し
た
。

韓
国
抜
き
で
行
わ
れ
た
投
票
と
選
考
の

結
果
、
最
優
秀
賞
は
中
国
「
嫁
の
素
晴
ら

し
い
時
代
」
に
、
優
秀
賞
は
日
本
「
無
縁

社
会
」「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
に
贈
ら
れ
た
。

す
べ
て
の
作
品
が
満
足
な
形
で
上
映
さ
れ
、

競
い
合
え
た
う
え
で
の
選
出
で
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
に
よ
か
っ
た
こ
と
か
と
思
う
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
17
日
の
晩
餐
会
を
最

後
に
終
了
し
た
。
最
後
の
晩
餐
に
は
上
海

ガ
ニ
も
登
場
。
私
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

蘇
州
テ
レ
ビ
の
蒋
さ
ん
が
食
べ
方
を
実
演

し
て
盛
り
上
が
っ
た
。
ち
な
み
に
上
海
ガ

ニ
と
呼
ぶ
の
は
日
本
だ
け
。
も
っ
と
も
有

名
な
産
地
は
蘇
州
・
陽
澄
湖
で
、
正
し
く

は
蘇
州
ガ
ニ
だ
そ
う
だ
。

大
会
を
通
じ
て
ふ
る
ま
わ
れ
た
蘇
州
料

理
は
、
あ
っ
さ
り
味
で
野
菜
た
っ
ぷ
り
。

と
く
に
好
評
だ
っ
た
の
が
「
紅
油
麺
」
で
、

会場となった蘇州会議センター。熱烈歓迎の横断幕

開会式

番組ディスカッション

第
10
回
日
韓
中
Ｔ
Ｖ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
国
蘇
州
大
会
参
加
報
告

歴
史
の
都
で
行
わ
れ
た
３
国
の
番
組
交
流

中
島
好
登

〃

〃
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◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
―

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
新
し
い
サ
ー
バ
ー
へ
の
移
行
を
計
画
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
現
会
員
の
整
理

を
ど
う
す
る
か
が
課
題
で
、
出
来
れ
ば
年

内
に
処
理
し
た
い
。

◇
企
画
事
業
委
員
会
―
―
中
島
事
務
局
長

・
来
年
３
月
開
催
で
準
備
中．

基
調
講
演

者
な
ど
の
人
選
、
交
渉
中
。

◇
そ
の
他
―
―
中
島
事
務
局
長

①
入
会
　
石
川
テ
レ
ビ
放
送

②
退
会
　
エ
ム
ワ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

③
「
日
本
映
像
事
業
協
会
」
主
催
の
「
ヤ
ン

グ
映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
励
ま
す
賞
」
へ

の
後
援
依
頼
が
あ
っ
た
。→

了
承

④
日
韓
中
Ｔ
Ｖ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

報
告
（
４
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

⑤
定
款
細
則
変
更
の
件
　
定
款
細
則
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
委
員
会
の
設
置
状
況
を

示
し
て
い
る
条
項
が
あ
る
が
、
２
年
経
っ

て
変
更
も
あ
る
の
で
、
現
状
に
即
し
て
改

め
る
。

（
旧
）
放
懇
Ｗ
Ｅ
Ｂ
委
員
会
、
マ
イ
ベ
ス
ト

Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
小
委
員
会
。

（
新
）
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

財
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
記
念
事
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。

な
お
放
懇
Ｗ
Ｅ
Ｂ
委
員
会
は
一
旦
解
散

す
る
が
、
そ
の
必
要
性
か
ら
改
め
て
再
開

を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

◇
次
回
以
降
の
理
事
会
日
程

11
月
　
11
月
30
日
（
火
）

12
月
　
12
月
21
日
（
火
）

﹇
出
席
﹈
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
小
田
桐
誠
、

丹
羽
美
之
、
桜
井
聖
子
、
五
井
千
鶴
子
、

碓
井
広
義
、
滝
野
俊
一
、
飯
田
み
か
、
川

喜
田
尚
、
隈
部
紀
生
、
河
野
尚
行
、
嶋
田

親
一
、
稗
田
政
憲
、
中
島
好
登

テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
表
現
の
可
能
性
を
探
り
た
い

竹
林
紀
雄

お
よ
そ
四
半
世
紀
を
テ
レ
ビ
の
制
作
現

場
で
過
ご
し
、
三
年
半
前
か
ら
大
学
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
が
つ
ま
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
面
白
い�

の
か

つ
ま
ら
な
い

の
か
、
見
る
側
の

こ
の
判
断
こ
そ
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

の
テ
レ
ビ
番
組
の
死
活
を
か
け
た
一
線
で

あ
る
こ
と
は
創
成
期
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

作
り
手
は
番
組
を
よ
り
面
白
く
し
た
い
と

力
を
注
ぎ
ま
す
。
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
作

ろ
う
と
す
る
テ
レ
ビ
マ
ン
な
ど
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
、
作
り
手
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、

テ
レ
ビ
に
お
け
る
表
現
は
危
機
に
瀕
し
て

い
ま
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
、
Ｐ
Ｃ

の
飛
躍
的
な
機
能
向
上
、
そ
し
て
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
な
ど
情
報
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
は

映
像
制
作
そ
の
も
の
を
一
般
化
さ
せ
、
も

は
や
映
像
は
プ
ロ
が
特
権
的
に
操
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
テ
レ
ビ
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
に
表
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
も
し
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し

ょ
う
か
。
放
送
批
評
懇
談
会
で
の
活
動
を

通
し
て
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

会
議
記
録

﹇
10
月
﹈

４
日

企
画
事
業
委
員
会

14
日

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

19
日

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
選
考
会

20
日
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
音
楽
＆
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
ワ
イ
ド
」
選
考
会

21
日

出
版
編
集
委
員
会

23
日

（
選
奨
）
報
道
活
動
選
考
会

25
日

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ド
ラ
マ
･

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
選
考
会

27
日

理
事
会

30
日

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
選
考
会

〃

〃

〃

〃


